











































































































































































































































































































































































































(７) Hans Joachim Hirsch,Untauglicher Versuch und Tatstrafrecht,Festschrift fu?r Claus
 
Roxin,2001,S.711ff.
(８) ヒルシュによる行為主義刑法の展開については、Hans Joachim Hirsch, Tatstrafrecht




(９) ヒルシュによる危険概念の検討については、Hans Joachim Hirsch,Gefahr und Gefa?hr-
lichkeit, Festschrift fu?r Arthur Kaufmann,1993, S.545ff.(＝ders., Strafrechtliche Pro-
















なお、Claus Roxin,Strafrecht Allgemeiner Teil,Bd.1,3.Aufl.,1997,S.131によれば、
?行為主義刑法という概念は、次のような法律的規制であると理解されている。すなわち、そ
れに従えば、可罰性は、構成要件上明確に限界付けられた個々の行為（又はせいぜい数個の行
為）に結びつけられ、かつ、およそ制裁が、個別の犯罪行為に対する問責としてのみ現われ、
行為者の全体的な行状や行為者について将来予想される危険に対する問責としては現れないと
ころの法律的規制が、それである」。訳出に際しては、平野竜一監修（町野朔＝吉田宣之監訳）
『ロクシン刑法総論 第一巻』〔吉田宣之〕(2003年）172頁を参照した。
(14) 松原･前掲注（８）246頁。
(15) Roxin,a.a.O.(Anm.2),S.349.
(16) Roxin,a.a.O.(Anm.2),S.338.
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